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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、大学生及び社会人を対象とした英語基礎力自己診断ツールを開発
し、外部試験を取り入れた授業におけるそのツールの形成的利用法を考案し、そのカリキュラムを構築すること
である。第一段階として「RLGテスト（英語基礎学力テスト）」を改良し、語彙と文法の基礎学力を自己診断で
きるWebツールを開発した。第二段階としてRLGテスト受験者の語彙と文法の習得傾向を分析し、Reading語彙と
Listening語彙とのギャップ（習得数の差）における習熟度別の傾向を明らかにした。第三段階としてReading語
彙とListening語彙を獲得するためのWeb学習ツールの開発を行った。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to develop a self-diagnosis tool for basic 
English ability intended for university students and working adults, and to devise a formative usage
 of the tool in the lesson incorporating external exams and construct the curriculum. At the first 
step, we improved the RLG test: basic English ability test, and developed a Web tool that helps 
learners self-diagnose their basic skills of vocabulary and grammar with the test. At the second 
step, we analyzed the vocabulary and grammar acquisition of RLG test takers, and clarified the 
tendency of the gap between reading and listening vocabularies-difference in the number of 
vocabulary acquired- according to proficiency levels. At the third step, we developed a Web tool to 
learn reading and listening vocabulary.

研究分野： 英語教育
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
語彙と文法の基礎学力を自己診断できるWebツールは、学習者がこれまでの学習を振り返り今後の学習方法を検
討する上で役立つものである。語彙テストはJACET8000に基づいており、文法テストは主要文法項目別に分類さ
れているため、受験者データを分析することにより、日本人学習者特有の習得傾向を把握することに役立てられ
る。本研究においても、Reading語彙とListening語彙とのギャップが、習熟度によって異なることが明らかにな
った。また本研究で提供したWeb語彙学習ツールは英語学習から遠ざかっている社会人だけでなく、初学者であ
る小学生にも有用であることが利用者の反応から明らかとなった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
大学の教育現場では TOEFL や TOEIC 等の外部試験が英語力測定に広く使用され、入試

はもとよりクラス分けや到達度の判定基準に使用されるケースが年々増えていた。横浜市
の市立高校では 2 年生全員の TOEFL-ITP 受験がカリキュラムに盛り込まれたように、高
校にも外部試験の波は急速に押し寄せていた。この現象は一般企業においても顕著に見ら
れ、TOEIC が就職活動を目的とする大学生にとっては必須のテストとなっているだけでな
く、就職後の社内英語力測定にも積極的に活用されていた。当然のことながら受験者はより
良いスコアを獲得しようとテスト対策を講じようとするが、実際にはどのような学習をす
れば良いのかわからないことが多く、問題集に依存した偏った学習に陥ってしまいがちで
あった。TOEFL や TOEIC 等の外部試験は英語力を客観的に計測する上で非常に有用な手
段であるが、学習者個人に対して個別の学習方法を提示するものではない。得られたスコア
からは次に何に取り組むべきかの明確な指針が見えてこない。また近年のコミュニケーシ
ョン重視の英語教育方針によって、文法学習が疎かになったり、文法指導に躊躇したりする
教員が増える一方で、外部試験対策に追われる教員は旧来型の受動的な授業方法から脱し
きれない状況があった。そこには、そもそも「コミュニケーション力を支えるものが文法で
ある（文科省, 2008）」という認識が欠けており、相互補完的であるはずのコミュニケーシ
ョン活動と文法学習を二項対立的にとらえてしまう傾向が教育現場で多く見られた。 
 そこで我々の研究グループでは、大場昌也氏が開発した「RLG テスト（大学標準英語学
力テスト）」を利用して、習得語彙レベルと英語基礎文法力の研究を継続的に行い、外部試
験を利用したカリキュラムにおけるこのテストの形成的利用方法の開発に努めてきた。こ
の「RLG テスト」は、「R（読んでわかる単語）テスト」、「L（聞いてわかる単語）テスト」、
「G（文法の基礎知識）テスト」からなっている。これまでにこのテストの信頼性と妥当性
を検証したうえで、TOEFL や TOEIC との相関関係を調べ、このテストが外部試験のプレ
テストとして機能することを検証した。また自己評価票の分析から多くの学習者が「受験詰
込み型」の学習方法から脱し切れておらず、コミュニカティブアプローチからの学習を取り
入れる準備が整っていないことが明らかとなった。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、大学生及び社会人を対象とした英語基礎力自己診断ツールを開発し、外

部試験を取り入れた授業におけるそのツールの形成的利用法を考案し、そのカリキュラム
を構築することであった。具体的には、(1)「RLG テスト（大学標準英語学力テスト）」を改
良し、自己評価票とポートフォリオを一体化させた、英語基礎力を自己診断できる Web シ
ステムを開発する。この自己省察システムを利用して（2）大学生・社会人に対して、語彙、
文法、コミュニケーション力向上のために、習熟度に応じた効果的な学習方法を考案し、自
律的学習方法を修得できるようにする。（3）教育者に対しては、従来型の受動的な授業方法
から能動的なアクティブ・ラーニング型の授業方法への転換を可能にし、形成的アセスメン
トを促進する評価方法を提案する。 
 
３．研究の方法 
本研究では、大学生・社会人を対象とした「英語基礎力自己診断ツール」を開発し、外部

試験を利用する教育者及び学習者に対してこのツールの形成的利用法を考案、提供するこ
とを目指した。初年度は、JACET8000 語彙リストの改訂に伴う現行の「RLG テスト（英
語基礎学力テスト）」の改訂及び新ヴァージョンの開発を行いながら、アンケート機能を加
えて「Web 版 RLG テスト」を更新した。2 年目は、テストデータを分析し、語彙力、文法
力と TOEFL・TOEIC との関連を調査するとともに、日本人学習者の語彙習得傾向を明ら
かにし、同時に学士力・社会人基礎力としての英語力の基準を考察した。3 年目と 4 年目は、
自己学習に適した語彙学習ツールを開発、提供し、利用者からのフィードバックを分析した。
同時に「英語基礎力自己診断 Web ツール」を利用し形成的アセスメントを可能とする評価
方法とカリキュラムを策定を試みた。 
 
４．研究成果 
第一段階として「RLG テスト（大学標準英語学力テスト）」を改良し、語彙と文法の基礎

学力を診断できる Web ツールを開発した。第二段階として RLG テスト受験者の語彙と文
法の習得傾向を分析し、Reading 語彙と Listening 語彙とのギャップ（習得数の差）におけ
る習熟度別の傾向を明らかにした。第三段階として Reading 語彙と Listening 語彙を獲得
するための Web 学習ツールを開発し、ホームページ上で公開した。 
 語彙と文法の基礎学力を自己診断できる Web ツールは、学習者がこれまでの学習を振り
返ると同時に今後の学習方法を検討するうえで役立つものである。語彙テストは
JACET8000 に基づいており、文法テストは主要文法項目別に分類されているため、受験者
データを分析することにより、日本人学習者特有の習得傾向を把握することに役立てられ
る。本研究においても、Reading 語彙と Listening 語彙のギャップが、習熟度によって異な
ることが明らかになった。また本研究で提供した Web 語彙学習ツールは英語学習から遠ざ
かっている社会人だけでなく、初学者である小学生にも有用であることが利用者の反応か



ら明らかとなった。 
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